
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 7 年度 竜北東小学校 第３号 

     文責 校長 服部 正 

学校ホームページＱＲコード → → 

【随時更新予中！是非ご覧下さい！】 

【学校教育目標】 

        「人にやさしく しっかり学ぶ！ 夢を育む 『チーム東』」 ～ ふるさとを愛し、仲間とともに一人ひとりが輝く学校 ～ 

 

5/25（日）、雲と雲の合間から時折晴れ間がのぞく中、予定より 1 時間遅れて

「わくわくスポーツフェスティバル」が始まりました。 

ご多用の折、町議会や町教育委員会そして学校運営協議会等のたくさんの来賓の

皆様にご臨席賜りました。また PTA の皆さんには、朝早くから係の業務にあたっ

ていただきました。このようにして開催した「わくスポ」は、たくさんの声援に押

され、児童も職員も大会スローガンのとおり最高に熱く燃えるものになりました。 

応援団長の熱い呼びかけから始まった開会式、各学年の力強い走り、低・中・高

学年部での表現活動、そして全校応援。子どもたち一人ひとりが、この日のために

準備してきたすべてをしっかりと出し切ってくれました。 

閉会式での講評で、野口 CS 会長から、「チーム東」として、子どもたち先生た

ち、そして支えていただいている地域の皆さんが一体となったすばらしいフェステ

ィバルでしたとの言葉をかけていただきました。 

解団式では、応援団のメンバーが一人ひとりスピーチを行い、「このフェスティ

バルで学んだこと、経験したことを、これからの学校生活に活かしていきたいと思

います」「たくさんの地域の皆さんに応援いただいてうれしかったです」との発言

がたくさんありました。 

「チーム東」として、これからも子どもたちが自ら育つ学校づくりに取り組んで

いきます。 

「Ｒ７わくスポ」スローガン 

学校運営協議会「CS応援メッセージ」 

氷川町には、コミュニティ・スクール（学校運営協議会）に関する
３つの組織があります。 
一つ目は、各学校（町内５校）の学校運営協議会の組織。 
二つ目は、中学校区（竜北中、氷川中）の学校運営協議会の組織。 
三つめは、町全体を網羅する学校運営協議会の組織です。 
竜北中校区では、「オータム交竜会」と題して、毎年 11 月のＣＳ

の日に中学 2 年生が小学校の各クラスでふるさと氷川をテーマに授業
する取組を行っています。 
本年度は、「15 の春を輝かせるために～故郷への愛を深めよう～」

を主題に、学年ごとに設定したテーマをふまえ、以下のような内容に
取り組みます。 
１年【生き物・自然】     ２年【農産物】   
３年【町おこし】       ４年【人・文化】   
５年【西部小校区の農産物】  ６年【西部小校区の歴史】 
これから、11/1（土）開催の「CS の日（オータム交竜会）」で 

先生役を務める竜中の２年生は、グループ毎に CS 委員の皆さんと 
一緒に学びを深めていきます。 

（上）全体での説明の様子 
竜北中 2年生代表による
テーマや取組の方向性に
ついて説明 
（下）ＣＳ委員による熟議 
中学生が提案した学年の
内容や CS委員がどの学
年を担当するか協議 

近年、「いじめ」は重大かつ深刻な教育問題として、ニュースや新聞、インターネット等のあら

ゆるメディアで取り上げられています。昨年 11 月に実施された「熊本県公立学校 心のアンケ

ート（県内すべての公立小・中・高等学校、特別支援学校の児童生徒が対象）」で、小学生は 16.6％

に当たる 8,625 人が「今の学年でいじめられたことがある」と回答しました。 

いじめは、どの学校でもどの子どもにも起こりうることから 

（１）いじめの防止     （２）いじめの早期発見    （３）いじめへの対処         

（４）家庭や地域との連携  （５）関係機関との連携 が必要です。 

そこで本県では、６月を「心のきずなを深める月間」と定め、学校・家庭・地域が連携し、児童

同士だけでなく、児童と教職員、保護者や地域住民等との「心のきずな」を深め、いじめを許さな

い学校・学級づくりを目指して、いじめの未然防止に重点を置いた取組を実施しています。 

本校でも、氷川町いじめ防止基本方針及び竜北東小学校いじめ防止基本方針（本校ホームペー

ジ掲載）に基づき、校長やいじめに関する情報集約担当者を中心に、教育相談アンケート、教育

相談、道徳の時間の公開授業を行うとともに、心のきずなを深めるための人権作品づくり等を等

して、「いじめの未然防止」「いじめの早期発見」「いじめへの対処」に取り組んでいます。 

家庭や地域では、子ども自身が「自分は大切にされている」「自分は友だちや身の回りの人の役

に立っている」というプラスの感覚を感じるような言葉かけをしたり、子どもと一緒に自然体験

やスポーツ活動、ボランティア活動等をしたりするなど、感動を共有できる機会をつくっていた

だきますようお願いします。 


